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５月２７日にみらいづくりプラン推進会議 第１６回本会議を開催しました。本年度の委員の確認や取組

む内容をまとめたアクションプランの設定と重点課題の共有等を行いました。

また、みらいづくりプランの推進会議も５年目を迎えることから、これまでの実績や取組んできた内容、

これから取組むべき課題などを地域住民の皆様と共有するための説明会開催について検討しました。

この説明会は令和４年６月１９日に若葉台地区センター体育室で開催されました。

裏面では説明会の概要について記載していますのでご参照ください。

引続き、オール若葉台のまちづくりへのご支援とショッピングタウンの積極的なご利用について、ご協

力お願いします。

横浜若葉台
みらいづくりプラン推進会議ニュース
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・多様な主体との連携

による先進的取組と

情報発信。

・視察等の積極的な

受入れ

※地域への情報発信

6/19地域説明会

チラシ→

「シティプロモーションの推進」

５．若葉台ブランド・ライフスタイル
２．地域包括子育て

「こどもみらいづくり宣言」の実践取組み

・持続的な子育て支援の仕組みづくり。

・小中学校との連携。

・ピロティ、集会室開放の実現に向けた検討。

商店街活性化部会取組み

３．安全・安心・健康まちづくり

・障害者等サポート部会の継続。

・センター地区のエレベータ増設への取組み。

維持管理費などの合意形成

・多様多機能の交流拠点整備、 開所

イメージ→

４．住環境と公共空間のリノベーション

「多様な住戸プラン・環境を活かした住替支援

と旧西中跡地の本格利活用」に向けて

６．総合的なエリアマネジメント

・回復リハビリ病院、福祉施設の事業実施に

関する調整、協力。

・土地利用の課題の整理検討結果のとりまとめ。

・商店街利用促進、活性化の議論を継続。

・空き店舗解消に向けた

店舗誘致。

※からあげ金と銀

（6/20オープン）

・ショッピングタウンわかば

開業40周年

記念 イベント。 など

１．中心街をエンジンとして活性化

・子育て世帯向け分譲リノベーション住宅の販売

第2弾の実現。

・高齢者向け公社賃貸住宅の整備、募集（継続）

･障害者モデル住宅（賃貸）の整備、公開。

・旧若葉台西中学校跡地活用検討・調整委員会

による本格活用検討。



◇ご意見等ございましたら、若葉台まちづくりセンターホームページのお問い合わせページもしくは
みらいづくりプラン推進会議事務局公社担当（賃貸事業部若葉台創生課045-651-1957）まで。
若葉台まちづくりセンター：http://www.wakabadai-kc.or.jp/ 神奈川県住宅供給公社：http://www.kanagawa-jk.or.jp/

みらいづくりプラン進捗に関する地域説明会（概要）

次回の全体会議は令和４年１１月１０日に開催予定です。

本年度アクションプランの上半期進捗を予定しています。

平成29年12月にみらいづくりプラン推進会議が発足して以来、この「推進会議ニュース」を通
じて全体会議の内容や、取組みの進捗状況をお伝えしてきました。４年間の間には住民の皆様
から「ニュース以上の情報を知りたい」「直接、参加できないか」などのご要望もいただきま
した。そうした声に応えて、令和4年6月19日（日）に、若葉台地区センター体育室で地域説明
会を開催しました。参加者は50名でした。（事務局除く）

推進会議山岸会長の挨拶の後、推進
会議を構成している各団体のメンバー
から、これまでの取組みや成果、今後
の課題を説明しました。
その後、質疑応答とアンケートで皆

様からのご意見をいただいて、閉会と
なりました。多くのご意見・ご協力を
ありがとうございました。今後の取組
みや運営の参考にさせていただきます。

説明会の感想

各団体による
未来を見据えた
着実な取組み

街づくり、施設
整備が進んでいる

住宅改修や環境
美化が進んでいる

若い世代や
こどもが増えて
いると感じる

良くなったと思うこと、希望を感じること

高齢者支援や

子育て世代取組

◆アンケート結果（多かった意見）

コミュニティ、

地域への愛着

若い世代
向けの取組、
転入促進

新しい施設・
既存施設の
多様な活用

住民主体のイベ

ント､交流の場が

増えること

若葉台が魅力的な住宅地になるため
さらに改善していきたいこと

商店街活性化

新規入店

バリアフリー化


